
　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

Ｑ　
今
回
調
達
す
る
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
は
何
年
間
の
使
用
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
問
う
。

Ａ　
20
年
間
の
使
用
を
目
安
に
し
て
い
る
。

●
令
和
元
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

　
補
正
予
算
額

�

４
億
５
，
８
５
６
万
７
千
円

【
歳
入
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
国
庫
補
助
金

�

４
，
７
８
６
万
９
千
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
売
上
金

�

１
億
３
，
６
０
０
万
円

・
土
地
売
払
収
入 
�

３
，
４
０
６
万
３
千
円

【
歳
出
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費

�

１
億
８
，
３
８
６
万
９
千
円

 

・
白
石
墓
地
移
転
事
業
費

�

１
３
８
万
９
千
円

Ｑ　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
対
象
者
の

う
ち
、
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
は
、
情
報

の
取
り
扱
い
に
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が
、

対
応
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
期
間
内
に
使
用
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
払
い
戻
し
は
可
能
か
問
う
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
化
学

�
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
大
Ⅰ
型
））

　
入
札
の
結
果
、９
，６
０
７
万
４
千
円�

で
落
札
さ
れ
た
。

Ｑ　
本
件
の
調
達
に
よ
り
、
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
火
災
等
で
対
応
で
き
る
車
両

は
何
台
に
な
る
か
問
う
。

Ａ　
現
在
は
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

と
同
様
の
機
能
を
持
つ
車
両
を
１
台
所
有

し
て
お
り
、
本
件
の
調
達
に
よ
り
、
２
台

で
対
応
で
き
る
体
制
と
な
る
。

Ａ　
引
換
券
で
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

購
入
さ
れ
る
こ
と
で
対
象
者
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
非
課
税
世
帯
と
子

育
て
世
帯
で
、
引
換
券
の
区
別
は
し
な
い

の
で
、
非
課
税
世
帯
と
わ
か
る
こ
と
は
な

い
よ
う
に
配
慮
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
期
間
内
に
使
用
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
払
い
戻
し
は
で
き
な
い
。

　
た
だ
し
、
期
間
は
２
０
２
０
年
３
月
末

ま
で
と
長
め
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
活
用
し
、
期
間
の

周
知
を
十
分
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
歳
出
の
衛
生
費
に
お
け
る
白
石
墓
地

移
転
事
業
に
用
地
買
収
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
算
定
根
拠
に
つ
い
て
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
歳
入
で
は
、
財
産
収
入
と
し
て
、

市
営
御
園
２
・
３
号
棟
の
跡
地
に
係
る
土

地
売
払
収
入
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
算
定
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
白
石
墓
地
移
転
事
業
の
用
地
買
収
費

に
つ
い
て
は
、
国
の
示
す
鑑
定
評
価
に
基

づ
き
算
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
営
御
園

２・
３
号
棟
の
土
地
売
払
収
入
に
つ
い
て

は
、
広
島
国
道
事
務
所
が
不
動
産
鑑
定
評

価
額
等
に
よ
り
調
査
の
う
え
提
示
し
た
額

を
ベ
ー
ス
と
し
て
算
定
し
て
お
り
、
不
動

産
評
価
審
議
会
で
審
議
も
経
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
２
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

同型の化学消防ポンプ自動車
※東京消防庁ホームページより引用

大竹市プレミアム付商品券

イメージです。

イメージです。
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生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

Ｑ　
広
島
県
の
『
放
置
艇
解
消
の
た
め
の

基
本
方
針
』
に
お
い
て
は
、
漁
港
も
対

象
と
さ
れ
て
い
る
。
漁
港
で
は
、
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
と
漁
船
が
混
在
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
と
思
う
が
、
港
湾
で
の
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
艇
解
消
の
対
策
に

よ
り
、
漁
港
へ
の
影
響
が
出
な
い
よ
う
、

県
や
漁
協
と
の
調
整
・
協
力
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
問
う
。

Ａ　
大
竹
市
内
の
漁
港
は
、
市
が
所
有
・

管
理
し
て
い
る
。
他
の
港
湾
で
は
放
置

艇
の
対
策
に
よ
り
、
市
内
の
漁
港
に
移
っ

て
く
る
な
ど
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

広
島
県
や
地
元
の
漁
港
と
も
協
議
し
、
周

知
期
間
も
設
け
な
が
ら
、
適
正
な
管
理
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

●�
広
島
県
と
大
竹
市
と
の
間
に
お
け
る

港
湾
管
理
事
務
の
事
務
委
託
に
関
す

る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

Ｑ　
規
約
の
変
更
に
よ
っ
て
、
大
竹
市
の

事
務
か
ら
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
係
留

に
関
す
る
事
務
を
除
く
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
広
島
県
で
は
、
『
放
置
艇
解
消

の
た
め
の
基
本
方
針
』
を
策
定
し
て
い
る

が
、
大
竹
市
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放

置
艇
に
対
す
る
今
後
の
関
わ
り
方
、
及
び
、

大
竹
市
内
の
港
湾
・
漁
港
に
係
留
中
の
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
数
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
規
約
の
改
正
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
の
管
理
を
広
島
県
へ
と
移
す
も
の
で

あ
る
。
今
後
数
年
間
は
、
広
島
県
が
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
艇
の
管
理
・
指
導

等
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
県

は
現
場
に
職
員
を
配
置
し
て
お
ら
ず
、
将

来
的
に
は
大
竹
市
と
連
携
・
協
力
が
必
要

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
竹
市
内
に
係
留
中
の
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
数
に
つ
い
て
は
、
港
湾

で
は
、
小
方
港
に
38
隻
、
飛
石
港
に
24
隻
、

小
方
南
港
に
40
隻
、
全
体
で
１
０
２
隻
で

あ
る
。
漁
港
で
は
、
玖
波
漁
港
に
99
隻
、

阿
多
田
漁
港
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

●
大
竹
市
家
庭
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｑ　
現
在
、
大
竹
市
内
に
家
庭
的
保
育
事

業
の
実
施
事
業
所
が
な
い
が
、
そ
の
理
由

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
待
機
児
童
の
現
状
と
推
移
、
国

の
定
義
す
る
待
機
児
童
に
は
該
当
し
な
い

が
、
実
質
的
に
待
機
児
童
と
な
っ
て
い
る

児
童
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
家
庭
的
保
育
事
業
は
、
３
歳
未
満
児

を
預
け
る
事
業
で
あ
り
、
実
施
す
る
事

業
者
が
い
れ
ば
、
保
育
の
受
け
皿
の
拡
充

が
期
待
で
き
る
。
大
竹
市
で
も
、
実
施
希

望
者
に
は
協
力
し
た
い
と
考
え
、
補
助
制

度
も
設
け
て
お
り
、
相
談
を
受
け
た
こ
と

は
あ
る
が
事
業
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

大
竹
市
で
は
、
一
般
の
児
童
を
受
け
入
れ

る
認
可
外
保
育
所
が
な
い
こ
と
や
、
児
童

の
人
口
の
状
況
な
ど
が
、
実
施
さ
れ
て
い

な
い
理
由
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
の
定
義
す
る
待
機
児
童
は
、

保
育
所
の
開
所
時
間
と
保
護
者
の
就
労
時

間
の
関
係
か
ら
、
送
迎
が
難
し
く
、
特
定

の
保
育
所
で
な
い
と
預
け
ら
れ
な
い
場
合
、

及
び
地
理
的
な
条
件
や
、
交
通
手
段
が
な

く
、
特
定
の
保
育
所
で
な
い
と
通
え
な
い

場
合
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の
特
定
の
保
育

所
に
空
き
が
な
く
、
入
所
で
き
な
い
状
況

を
い
う
。
こ
う
し
た
待
機
児
童
の
大
竹
市

の
状
況
は
、
平
成
29
年
度
は
11
名
、
平
成

30
年
度
は
３
名
、
現
在
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

一
方
で
、
大
竹
市
内
に
入
所
可
能
な
保
育

所
は
あ
る
が
、
他
に
希
望
す
る
保
育
所
が

あ
り
、
そ
の
保
育
所
に
空
き
が
な
く
入
所

出
来
な
い
「
私
的
理
由
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
は
４
名
で
、
現
在
、
同
様
の
児
童
は
15

名
お
り
、
い
ず
れ
も
３
歳
未
満
児
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
児
童
に
は
、
保
育
士
の
増
員
に

よ
り
対
応
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
１
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

飛石港

大竹保育所

第２回定例会は，令和元年６月４日～６月17日の14日間行われました。
詳細については，令和元年９月ごろに本会議録が製本されますので，市ホームページ，
市情報公開コーナー，図書館等でご覧ください。市ホームページで録画中継もご覧いただけます。
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